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近年、人工知能（AI）技術の発展は世界的に急速な加速を見せている。計算資源の高度化、データ量の爆発的増加、

アルゴリズムの進化を背景に、生成AIや大規模言語モデル（LLM）をはじめとする多様なAIモデルが次々と開発され、

金融、医療、製造、物流、クリエイティブ産業、公共サービスなど、幅広い分野で実用化が進んでいる。AIは単なる技術

革新にとどまらず、産業構造や競争優位の源泉、さらには国家・都市の成長戦略を左右する重要な要素となりつつあ

る。このようなグローバルな潮流の中、香港は国際金融センターとしての強み、自由で開かれたビジネス環境、高度な

専門人材の集積、ならびに中国本土および国際市場を結ぶ独自のポジションを活かし、「AI グローバルハブ」としての

発展を目指している。本稿では、香港における AI政策の現状を整理し、今後香港が「AIグローバルハブ」として持続的

に成長していくための課題との機会について考察する。 

 

1. 背景 

香港は従来の伝統的なサービス産業への依存から脱却するために、経済・産業構造の多様化に力を入れ、持続的な

経済成長を図っている。イノベーションとテクノロジーの加速を政策の重点に置き、AI を「新たな質の高い生産力」と国

際競争力の主要な推進力と位置付けている。AI を活用することで、香港は国際金融センターとしての競争力を維持し

つつ、多大な経済効果・高付加価値が見込まれ、新たな成長エンジンの創出も期待できる。 

また、中国の第 15 次五カ年計画（2026–2030 年）が掲げる「新質生産力」や「技術自立路線」がキーワードとなり、「AI

＋」戦略などを中心に経済のデジタル化、ネット化、スマート化を強力に推進していく構えである。香港政府も国家レベ

ルの方向性にアラインし、大湾区のテクノロジーエコシステムにおける重要な拠点として位置づけるものである。 

こうした背景のもと、香港における AI発展のポテンシャルは大きく、2026年 2月に発表された財政予算案1においても

AI分野は重点項目として位置付けられている。政府は、研究開発への公的支援や人材育成、計算資源の確保、スター

トアップ支援策の拡充などを通じて、AI関連産業の育成の呼び込みを加速させる方針を明確にしている。 

 

 
1 詳細はニュースフォーカス【2026 年第 2 号】2026-27 年度香港財政予算案を参照 
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2. 香港政府の AI取り組みの概要（抜粋） 

 
2  エンボディド AI とはヒト型ロボなど身体（ボディ）を持ち、現実世界または仮想世界の環境と相互作用しながら学習・判断・行動す

る人工知能のこと。 
3 https://www.scmp.com/news/china-future-tech/ai/article/3317025/more-90-hong-kongs-ai-supercomputing-capacity-use-

cyberport-says?module=inline&pgtype=article 
4 コンピュータの処理性能を表す単位の一つで、浮動小数点演算を 1秒間に 1000兆回行うことを表す単位のことである。 
5  AI を使う銀行業務に対して、別の AI を使って監視・検証・防御を行うという考え方のこと。 

概要  

政府内部 

AI活用の推進 

▪ ポール・チャン財政長官が主導する「AI＋産業発展策略委員会（AI+ and Industry 

Development Strategy Committee）」を設置し、技術関連企業、大学、園区を招き、戦

略的に AI産業の振興を図る（ヘルステックとエンボディド AI2に注力） 
▪ 行政副長官が主導する「人工知能（AI）効果向上チーム」を設置し、政府部門のAI技術

応用を統括し、優先順位を付けて応用を進めていく 

▪ 政府部門の AI技術応用を統括し、優先順位を付けて応用を進めていく 

▪ 政府のデジタルインテリジェンス変革を加速させるため、先端技術導入に 1 億香港ドル

を割り当て 

▪ 複数の政府部門は、AI や関連技術を積極的に活用し、公共サービスを強化するため

に、AI や関連技術を積極的に活用。新たな取り組みでは、交通・路面状況管理、洪水

警報、地滑りリスク評価などの分野で AI分析を活用 

▪ 約 1 億香港ドル規模の資金を投じ、AI 活用を推進する体制を整備。交通、雇用、防災

など行政分野でのデジタル転換を加速させる 

▪ 政府部門の 70%以上が（Hong Kong Generative AI Research and Development 

Centre開発する） ChatGPTスタイルのツールを利用している3 

戦略的イニシアチブと

インフラの整備 

▪ サイバーポートに位置する AI スーパーコンピューティングセンター（AISC）は、現在

3,000ペタフロップス4の計算能力を実現している（香港の総計算能力は 5,000 ペタフロ

ップスにまで向上） 

▪ 2024 年末から本格稼働しており、2026 年 1 月時点で約 20 の大学・企業プロジェクト

が採択し、AISCの稼働率は 80%近くに達している 

▪ 地元の機関やスタートアップ企業がこれらのコンピューティングリソースにアクセスでき

るよう、政府は 30 億香港ドルを投入し、AI 補助金制度を開始。規模言語モデル、新素

材、生物医学などの分野で約 30 件が承認済 

▪ 2025～2026年度予算案で 10億香港ドルの支援を受け、「香港 AI研究開発研究所

（ AI Research & Development Institute）」を設置。2026年に設立予定のこの研究所

は、デジタル政策室の管轄下にあり、上流の AI研究と成果の産業応用への転換に重

点を置いている 

▪ 深圳との境界近くにあるエリアである沙嶺のデータ施設クラスターでは、総床面積 25 

万平方メートルを提供し、データ処理および計算能力を拡大 

▪ 創新科技署が主導する「RAISe+スキーム」に 100 億香港ドルを投下し、AIスタートアッ

プを含む、大学に対する研究開発資金を支援 

▪ 第 3期 InnoHK研究開発プラットフォームの建設を加速し、AI技術、持続可能な開発、

エネルギー、先進製造・材料分野に重点を置く 

重点分野の共同発展 

金融： 

▪ 香港金融管理局(HKMA)とサイバーポートは銀行業界における不正防止、顧客対応、

リスク管理の分野で、安全かつ責任ある AI 適用を促進するための「AI vs. AI 戦略5」に

焦点を当てた第 2 期サンドボックス（GenAI Sandbox++）の試験を開始済 

新工業化： 

▪ BUD 基金の追加増額：BUD 専用基金に 2 億香港ドルを追加投入し、企業ごとの補助

金上限を 15万香港ドルに引き上げ、中小企業による AI自動化ソリューションの導入を

促進 
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3. まとめ 

上述のように、香港政府は現在、AI 産業育成に向けてインフラ投資・整備、エコシステム・人材育成、そして高度なガバ

ナンス体制の確立を組み合わせた、一貫性のある政策を展開している。中国本土の AI 関連の香港市場への上場も相

次いでいる。本年 1月には中国本土の AIユニコーンである智譜 AI（Zhipu AI）および稀宇科技（MiniMax）が相次いで

香港に上場した。さらに、階躍星辰（StepFun）や群核科技（Manycore）も年内の香港上場を検討している。 

こうした動きにより、多額の資本が香港市場に流入し、香港は「AI 投資のハブ」としての位置付けを一段と強めつつあ

る。有力 AI 企業の集積は、海外および中国本土の研究者が香港を拠点とする動きを後押しし、香港の人材プールが

充実するだけでなく、投資家による香港発の AI スタートアップへの投資意欲を高める効果も期待される。加えて、香港

政府が予算を投じて整備を進めてきた AI インフラへの需要を拡大し、 香港における AI エコシステム全体の成熟が進

み、結果として AI分野における幅広い価値創出が期待される。 

一方、ChatGPTとClaudeの欧米系 AIチャットボットサービスが香港にて個人向けにサービスを提供しておらず、一般

ユーザーの利便性が低下し、香港の AIエコシステムにとって短期的なマイナス要因となり得る。しかし、こうした制約が

香港の「AI グローバルハブ化」を阻害する可能性は低いと見られる。香港は、欧米と中国本土の AI モデルの双方を、

利用・検証・展開できる数少ない国際金融都市であり、東西の技術を結び付ける独自の立ち位置を有している。香港で

は、国際金融センターとして培ってきた強みと高度なデジタル環境とインフラを活かし、「域内外を結ぶコネクター」として

の戦略へと重点を移しつつある。金融・法務・ヘルスケアといった高付加価値のビジネス分野での活用を通じ、持続的

な競争力を確立していく余地は大きい。 

AIを安全かつ倫理的で責任ある形で活用するためには AIガバナンスの整備が不可欠である。香港政府のデジタル政

策室は、「倫理的 AIフレームワーク」や「香港生成 AI技術・応用ガイドライン」等の文書を公表し、内容を継続的に更新

している。また、2026年に設立予定の香港 AI研究開発研究所は AI技術開発を加速するほか、香港における AIガバ

ナンスフレームワークの改善に取り組み、AI の安全な利用と倫理の促進に関する活動を実施することを目指している。

香港政府は、倫理およびガバナンス枠組みの整備を通じて、香港域内での利用に明確な指針を示すと同時に、国際基

準との整合性を意識的に確保することで、グローバルテクノロジーおよびデータ拠点としての地位を支えるというという

 
6 https://www.med.hku.hk/en/news/press/20250423-hkumed-develops-worlds-first-ai-model-for-thyroid-cancer-diagnosis 

ヘルスケア： 

▪ AI 人材が集まるリサーチクラスターである「AIR@InnoHK」にて、AI を活用したプラット

フォームは、より多くの患者に個別化されたがん診断・治療の AIモデルを開発 

▪ 複数の研究センターががんの診断と治療のための AI モデルとロボットシステムを開発

している。そのうち、香港大学医学院が InnoHKＩにて設立したラボはロンドン大学の大

学院と協働し、世界初の甲状腺がんの病期とリスクカテゴリーの両方を分類できるAIモ

デルを発表し、90％超の精度を達成6 

AI利用の普及、 

人材・産業エコシステ

ムの育成 

▪ 2026-27年度予算案では、小中学校の AI教育に 20億香港ドルが割当 

▪ AI教育強化のため 5,000万香港ドルを投入し、AI関連コースやコンテストを実施。職業

訓練局では AIを必修科目とする 

▪ 今後 3年間で AIを導入するための資金援助を申請する公立学校 1校につき、50万香

港ドルを支給する予定で、この取り組みには約 5億香港ドルが割り当てられる 

▪ 香港従業員再トレーニング局（ERB）を改革し、失業者への再訓練から現職者のスキル

アップの役割へと転換。AIの活用は新コースの要素となる 

▪ サイバーポートには現在、400社以上の AI関連企業やスタートアップが入居しており、

主要な戦略的 AI企業も誘致している 
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二重の役割を果たしている。これは、香港に拠点を置く多国籍企業や、越境データ流通、さらには金融サービス業務に

とって特に重要な意味を持つ。香港は、異なる規制体系の間に立つ「スーパーコネクター」としての役割を通じ、グロー

バルビジネスに求められる相互運用性と信頼性を維持することを図っている。 

これまで進められてきたインフラ整備や資金投入は第一段階に過ぎず、香港が持つコモンローに基づく法制度、国際

金融センターとしての信頼性、そして中国本土とグローバル市場を結ぶ地理的・制度的な優位性を最大限に活かすこ

とができれば、技術開発と実際の活用、ガバナンスの好循環を生み出すことが可能となる。今後、AI を活用した新たな

サービスやビジネスモデルの創出が進むことで、AI 導入の有力分野である金融、物流、建設、ヘルスケア等の領域で

の競争力強化が加速し、香港の持続可能な経済成長に寄与すると見込まれる。 

以上 
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